
           

 

 

 

 

 

副校長  山岡 久美子   

 大綱小では１５０周年というこの機会に、子ども達がまちの中に飛び込み、地域の方々とふれあう

中で、自分たちの住む大綱の良さや魅力を再発見しようとする学習を展開しています。６年生は地域の

方の思いや考えを知ることからはじまりました。大倉山の地域を支えてくださる方の思いを聞き、自分

たちの目標や夢を意識しようとする学習です。先日は、PTA会長の衣笠さんが６年生に向けて話をして

くださいました。大倉山の魅力、大綱小の魅力や「おたがいさまとおかげさま」「やる理由を探すほう

を選択したい」などご自身の経験や印象に残っている言葉を子ども達に伝えてくださいました。子ども

達は耳を傾け、メモを取りながらそれは熱心に話を聞いていました。下記に子ども達の感想をご紹介し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 「やぁ！」「おう！」「いやささ！」と子ども達の掛け声が済んだ青空の下、大綱小の校庭に響き

渡ります。気合十分、入場隊形にならぶ姿にも力がみなぎっています。日に日に磨きがかかるのは、技

だけではないようです。ふれあい運動会に向けて、子ども達も教職員も同じ思いです。運動会を心待ち

にしてくださる地域の方からは、「絶対見に行きますね。」「天気もよさそうでよかったですね。」と

声をかけてくださいます。そんなあたたかな環境の中で育つ子ども達は幸せだなぁと思います。当日応

援よろしくお願いいたします。 
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僕の心に残ったのは、「やる理由をさがす」とい

う言葉です。やらなくてもいい理由を作って苦手

なものから逃げるのではなく、やる理由を作って

がんばるということが大切と教えてくれました。 

特に心に残っているのは、「企業人から社会人へ」

という言葉で、成人したら自動的に社会人になる

のではなく、人との関わりの中で社会人になれる

とわかった。 

大綱小の魅力は思いやりと感謝だと言っていた

ので、最高学年がその魅力をこわすことがないよ

うに、これからもっと思いやりの心と感謝を意識

していきたい。 

思いやりの気持ちや感謝の気持ちをもてるよう

にすることが目標です。他の人との欠点なども補

いあえるようになりたい。 

ふれあい運動会に向けて 


